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研究成果の概要（和文）：本研究は、ピクチャマイニングの方法論的研究において「サンプリング・データ収集」と「
分析手法」に関する研究成果を出すことができた。「サンプリング・データ収集」に関する研究成果として、サンプリ
ング方法、データ収集方法と指示の出し方、調査テーマと被験者の負荷についての課題を克服するための研究を行った
。また、「分析手法」については提唱されてきた分析プロセスの確認を行い、新しくグループワークによる分析手法を
実験的に試みた。ピクチャマイニングの有効性研究も行い、言語非依存的調査とバイアス、その情報量の豊かさから、
有効な領域として、ライフスタイル分析、新商品開発、ファッション等のデザイン領域を指摘した。

研究成果の概要（英文）：In this research, we have studied methodology of sampling and data collecting and 
analysis of Picture Mining. In the studies of sampling and data collecting, we have concentrated in 
finding ways to overcome issues of sampling methods, how to give instructions and research themes and 
burdens of respondents. In the studies of analyzing methods, we have reviewed and confirmed the processes 
of the current Picture Mining methodologies. Also, we have experimented new methods for analyzing 
pictures in groups. Picture Mining is a language independent method which is significant in the areas of 
lifestyle research, new product development and fashion/design fields.

研究分野：マーケティング、マーケティングリサーチ

キーワード： 写真分析　定性調査　ライフスタイル分析　新商品開発　マーケティング
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
(1)ピクチャ環境の変化 
ピクチャとは、狭義には写真や画像のみを
対象とするが、広義には観察調査も画像（動
画）を認識するという視点からピクチャに含
まれる。本研究の背景には、ピクチャとマー
ケティングリサーチを取り巻く環境が大き
く変化してきたことが挙げられる。携帯電話
で写真がとれるようになったこと、ピクチャ
を高速送信できること、ピクチャを大量に蓄
積できる技術が発展したことなどにより、社
会全体のピクチャに対する抵抗感がなくな
り、ピクチャを調査分析対象として利用でき
ると認識されるようになってきた。 
 このような状況の中で、ピクチャ調査がな
されてきているものの、十分に方法論が検討
されてきたとはいえず、ピクチャマイニング
に関する体系的研究が急がれる。 
 
(2)ことばの調査の限界 
現代のマーケティングリサーチでは、こと
ば（テキストデータ）を使い、それをもとに
分析する手法が主流である。しかし、
Zaltman(2003)は『心脳マーケティング』で
「言葉は思考を理解するために重要な役割
を果たすものであるが、それのみでは全体像
がわからない」と述べており、ことばだけの
マーケティングリサーチやテキストデータ
を用いた分析手法の限界や課題が多い。また、
ことばを用いた定量調査の限界についても
議論されている。 

 
(3)ピクチャマイニング 
 ピクチャマイニングとは、ピクチャ等の非
言語を分析対象とした調査手法の総称であ
る。データマイニング（データベースから有
用な情報を抽出する技術体系）は 1990 年代
の情報化社会の本格的到来とともに、情報処
理関係の分野を中心に発展してきた。ピクチ
ャマイニングもデータマイニングと同様に
体系的に研究されるべきである。また、同時
にピクチャマイニングの方法論を確立して
いくことが必要とされている。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、マーケティングリサーチ
の中でも体系化、研究方法を確立しないまま、
行われてきた写真や画像を回答に用いた調
査手法（ピクチャ調査）を、ピクチャマイニ
ングとして体系的に研究していこうとする
ものである。ピクチャ調査は行われているも
のの、研究者や調査者が独自の調査技法を用
いたり、分析を行ったりしており、いまだに
学術的かつ体系的な研究がなされていない。
従来のマーケティングリサーチにおいては、
サンプリング方法、データ収集方法、実査方
法等が研究によって確立されているが、写真
や画像を用いた調査ではこれらが確立して
いない。本研究では、ピクチャ調査の既存研
究を整理し、ピクチャマイニングを体系化し

ていくことが目的である。 
 
３．研究の方法 
本研究の目的は、ピクチャマイニングの体
系化とその分析手法を確立していくことで
ある。それは、言い換えると、ピクチャマイ
ニングが抱える課題を調査研究していくこ
とである。この研究目的を達成するために、
２つの主要研究テーマを設定した。第 1のテ
ーマは「ピクチャマイニングの方法論的研
究」である。ここで研究するべきことは、「サ
ンプリング・データ収集」と「分析手法」に
関することである。先行研究を整理するとと
もに、比較調査研究を行う。 
第 2のテーマは「ピクチャマイニングの拡
張研究」である。これはピクチャマイニング
の適用可能性を広げるための研究であり、
「定量的ピクチャマイニング」と「大規模ピ
クチャデータを用いた定性的研究」が具体的
研究テーマである。これらの研究方法は、デ
ータベースを実験的に構築することによっ
て研究を進めていく。 
 
(1)ピクチャマイニングの方法論研究 
 ピクチャマイニングの方法論研究には、
「サンプリング・データ収集に関する研究」
と「分析手法に関する研究」の２つのサブテ
ーマがある。ピクチャ調査の先行研究や既存
調査を体系的に整理するとともに、サンプリ
ング方法、データ収集方法、実査方法につい
て研究する。従来型の調査方法には、統計学
に基づいたサンプリング理論、心理学等をベ
ースとした質問紙の作成方法がある。しかし、
ピクチャ調査は必ずしもこの方法論が適用
できるとは言えず、体系的な方法論がない。
そのため、いくつかのサンプリング方法、デ
ータ収集方法、実査方法を比較研究すること
によって体系化することを試みる。 
「分析手法に関する研究」としては、既存
研究では、落原他（2010）の研究を始めとす
るブレーンストーミングを基本とした分析
手法がある。しかし、この方法では主観的評
価を多く入り込む余地があり、また科学的研
究としては適切でない場合もある。そのため、
既存の調査分析手法との整合性をはかりな
がら、主観的評価を排除し、科学性が高い調
査研究になるための方法論を検討していか
なければならない。理論的にその手法を研究
開発したのちに、実験的手法を用いることに
よって、その方法論の妥当性について検討を
していく。 
 
(2)ピクチャマイニングの拡張研究 
 ピクチャマイニング研究の拡張研究には、
「定量的ピクチャマイニングへの拡張研究」
と「大規模ピクチャデータを用いた定性的分
析」がある。 
 定量的ピクチャマイニングは、収集したピ
クチャデータをデータベースとして保存し、
少数のピクチャデータを収集したときに、統



計的分析を行いその精度について研究して
いくものである。定量的ピクチャマイニング
には、探索的分析を行う段階で、定性的分析
が必要であり、探索的分析をどのようにデー
タベースの中に組み込み、定量化できるかが
大きな課題である。現在でも、このようなピ
クチャを用いたデータベースを構築し、実査
においてそのサンプルの状態を判断する方
法もあるが、これらを検証した後、実際に定
量的なピクチャ・データベースを構築して、
その研究を進めていく。この際、ピクチャ・
データベースの先進企業にヒアリングやイ
ンタビューを行い、データベース構築方法を
比較検討する。 
 一方のテーマである「大規模ピクチャデー
タを用いた定性的分析」のための調査方法は
無限母集団から大量のピクチャをキャプチ
ャして（定点カメラ等を用いて）、保存して
おくことによってデータベースをつくる。そ
のデータベースからサンプリングを行い、ピ
クチャを分析していく方法について研究を
行う。 
 
４．研究成果 
(1)ピクチャマイニングの方法論的研究 
 ピクチャマイニングの方法論的研究の研
究成果は、サンプリング・データ収集に関す
る研究と分析手法に関する研究の２つであ
る。 
①サンプリング・データ収集に関する研究 
 写真分析とその調査は多くのものがある
にもかかわらず、その方法論を体系的に研究
したものがないことが判明した。世界を見渡
してもこの手法が確立している研究は皆無
であり、それを研究していくことが急務であ
ることが課題として明確になった。特に次の 
３つが重要課題として指摘される。 
 1.サンプリング方法 
2.データ収集方法と指示の出し方 
3.調査テーマと被験者の負荷 
 サンプリングは、近年よく利用されるイン
ターネットを用いた場合に回答エラーが多
く起こる傾向があることが明らかになって
きた。これはテーマや回答負荷と関連してい
る問題でもあり、今後さらなる研究が進めら
れていく必要がある。同様にクローズドな対
象者による回答はエラーも少なく、機縁法等
を用いた調査方法が有効であることが指摘
される。 
 指示の出し方や写真の例示によっても回
答エラーが低くなることが明らかになって
いる。写真の大小、左右等の位置はあまり影
響しない。 
 調査テーマによって回答者の負荷がかか
るようなものはエラーも多く、回収率も高く
ない。特に他人の許可を必要とするもの、プ
ライバシーにかかわるものはエラー等が多
くなる傾向が判明した。 
②分析手法に関する研究 
ピクチャマイニングの概念と分析手法に

ついて研究成果を得ることができた。ピクチ
ャマイニングは、画像データを調査対象者の
意見・意識が反映したものとして捉え、その
特徴を定性的に分類し、最終的に写真から潜
在的な因子を導き出し、調査対象者の意見・
意識とみなすのである（図表１参照）。 
 

図表１．ピクチャマイニングの概念 

 
落原・江戸・廣井（2010）が提唱しているピ
クチャマイニングの手法（図表２参照）を確
認しながら、その是非について議論を深めた
結果、有意な手法であることが確認された。
その具体的手法とは、 
 1.１枚１枚の画像をカード化する。 
 2.カードの裏にアンケートデータから得
られた情報を記入する。 
 3.カードを裏にし、アンケートデータに従
って分類を行い、その後、カードを表にして
共通する写真の特徴を探し出す。 
 4.カードを表面にし、カードを画像データ
の表面的な特徴を基に分類し、その後、カー
ドを裏にしてアンケートデータからその共
通点を探し出す。（その後、3、4 の作業を繰
り返しながら、画像データの表面的な特徴の
抽出を繰り返し行う。） 
 5.すべての画像データについて、3、4の作
業から導き出された特徴の有無を確認する。 
 6. 5で得られたデータに目的に合った定量
的・定性的手法を用いて分析を行う。 
3,4 において、一端片面のアンケート情報
または画像情報の特徴に基づき分類した後、
面を返してもう一方の面の特徴を探し出す
という方法をとるのは、画像データに対する
先入観を取り除くための工夫である。また、
分析者の主観的判断を過度に受けた分析と
ならないように、分類や特徴の抽出において
も、複数人でブレーストーミングすることに
よって多様な意見を抽出するとともに、アン
ケートデータや画像で映っているものなど
客観的に判断し、写真に写っているオブジェ
クトで分類や特徴の抽出を行うことができ
る。 
また、この手法を用いながらグループワー
クを行い実験的にこの分析手法が有効なの
かも研究した。グループワークにおいても有
効であることが確認されている。 
 
 
 
 
 
 
 

 



図表２．ピクチャマイニングの分析手法 

①写真のカード化

②アンケート情報の記入

カードの分類

キーワードの抽出

キーワードの検討

⑤すべての写真について
キーワードの有無の確認

⑥分析

十分に抽出できている

十分に抽出
できていない

③
または
④

 
 
(2)ピクチャマイニングの有効性について 
ピクチャマイニングの有効性については、
調査方法そのものの有効性とその領域につ
いての研究を行った。 
①ピクチャマイニングの有効性 
落原・江戸（2012）では、調査を言語依存
的調査と言語非依存的調査に分類し、ピクチ
ャマイニングの有効性を説明していた。 
 言語依存的な調査においては、調査者が言
語を介して問いかけを行い（エンコード）、
言語による問いかけを理解し（ディコード）、
自らの意見や態度を言語を介して回答する
（エンコード）プロセスをとることになる
（図表３参照）。 
 
図表３．調査プロセスとバイアス 

 
一般に、質問紙による調査やインタビュー
調査は言語依存的な調査と考えられる。まず
は、調査者が設問を作るとき（エンコード）
にノイズを入れてしまうことがある。調査者
が考えていることを言語化しようとすると
きに、言葉を用いることになるので、そこに
歪みができてしまう。 
さらに被験者が解釈するとき（ディコー
ド）にノイズ、すなわち理解の食い違いが起
こる可能性がある。さらに質問に対して、被
験者が回答を作成するときにもノイズが入
り、調査者がこれを（ディコード）するとき
に誤解が生じる。 

このような言語依存的調査に対して、非言
語依存的調査のピクチャマイニングは、次の
ような有効性が挙げられた。第 1に、画像デ
ータの情報量の豊かさがである。画像データ
には物の形状、色、表情など言葉で表すこと
のできない特徴や意識化されていない潜在
的な情報が豊富に含まれている。これらを分
析することによって、既存の調査で導くこと
のできなかった消費者のインサイトや実態
について把握することが可能となると考え
られた。また、写真を直接分析するため、写
真をそのままアウトプットに利用すること
ができ、消費者の感覚をそのままに伝えられ
る可能性が指摘できる。 
第 2に、写真撮影はその場で対象を撮影す
ることであるから、調査の即時性は十分に確
保されるとみてよく、忘却や調査による無意
識のウソも防ぐことが可能である。この点も
従来の調査法にはない重要な特徴である。 
②ピクチャマイニングとその領域 
ピクチャマイニングの有効な領域の研究
を行った。その領域は、 
1.ライフスタイル研究 
2.マーケティングと新商品開発 
3.ファッション等のデザイン領域 
Edo=Oguchi(2014)では、企業との協同研究に
おいて、ピクチャマイニングを用いたライフ
スタイル及び新商品コンセプト開発を行っ
た。ワークショップ形式で行った本研究では、
大学生のグループを２つに分け、それぞれの
ライフスタイルを分析し、新商品コンセプト
提案を行うことを試みた。この方法で提案さ
れたものは十分現実的であり、商品化するこ
とに耐えうるものであったことから、その有
効性が確認できたといえる。 
ファッションやデザイン領域における有
効性は前述のピクチャが持つ情報量の豊か
さ か ら も わ か る 。 Edo,Kitakata and 
Yamai(2014)は時系列的に日本人ビジネスマ
ンのクールビズをピクチャマイニング手法
を用いて研究を行い、その有効性を示した。 
 
(3)ピクチャマイニングの拡張研究 
 
ピクチャマイニングの方法論的研究を進
めていく過程で、サンプリングやデータ収集
方法及び分析手法に多くの課題が発見され
た。サンプリングやデータ収集においての課
題は、定量的データを収集する際に代表性の
低いサンプルになることに直結しており、ピ
クチャマイニング研究の本質にかかわる重
要問題である。 
また、データベースを用いて、定量的なピ
クチャマイニングを行っている企業でヒア
リングを行ったところ、まだ情報処理技術が
確立しておらず、研究そのものが進展しない
可能性が指摘された。 
そのため、研究をサンプリングやデータ収
集とその分析方法に集中するべきであると
の判断を下し、ピクチャマイニングの拡張研

①調査者が設問を作るとき（エンコード）
②被験者が設問を解釈するとき（ディコード）
③被験者が回答を作るとき（エンコード）
④調査者が回答を解釈するとき（ディコード）

調査者コード 被験者コード

回答内容 回答 回答 回答内容

質問内容 質問 質問 質問内容



究をその後に行うこととしたため、現在のと
ころその研究成果は乏しい。 
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